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震度階級
7
6強
6弱
5強

　

6
月
27
日
、
県
は
、
新
た
な
地
震
被
害

想
定
の
う
ち
、
自
然
現
象
・
物
的
被
害
・

人
的
被
害
・
被
害
対
応
な
ど
を
第
一
次
報

告
と
し
て
公
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
教
訓

や
蓄
積
さ
れ
た
科
学
的
知
見
を
生
か
し
、

2
つ
の
レ
ベ
ル
（
レ
ベ
ル
1
・
2
）
の
地

震
・
津
波
を
想
定
し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
公
表
さ
れ
た
地
震
被
害
想
定
の
概

要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

レベル１・レベル２の想定震源域の違い

ユーラ
シアプ

レート
北米プ

レート

日
本
海
溝

太平
洋プ
レー
ト

フィリ
ピン海

プレー
ト

南海ト
ラフトラフ

軸側の
領域

トラフ
軸側の

領域
東南
海

南海

東海

（駿
河湾
トラ
フ）

日向灘日向灘

さらに
陸側へ

30km
の領域

さらに
陸側へ

30km
の領域

プレートの
形状があい
まいな領域レベル2

レベル1

区　

分
レ
ベ
ル
1
【
黄
色
】

　
発
生
頻
度
が
比
較
的
高
く（
1
0
0
〜
1
5
0

年
に
一
度
）
、発
生
す
れ
ば
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
す

レ
ベ
ル
2
【
赤
色
】

　
発
生
頻
度
は
極
め
て
低
い
（
1
0
0
0
〜

数
千
年
に
一
度
）
が
、
発
生
す
れ
ば
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
す
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
考

慮
し
た
最
大
ク
ラ
ス

想
定

震
源
域
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
の
連
動

発
生
、
東
海
地
震
の
単
独
発
生
な
ど

（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
・
0
〜
8
・
7
）

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

   

　
　
　
　
　
　    

（
2
0
1
2
年 

内
閣
府
）

（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
・
0
程
度
）

地
振
動

最
大
震
度　

6
強

　
地
盤
の
軟
弱
な
地
域
を
中
心
に
大
き
な
揺
れ

が
1
〜
2
分
間
程
度
続
く

最
大
震
度　

6
強

　
東
日
本
大
震
災
で
経
験
し
た
よ
う
に
強
弱

を
繰
り
返
し
な
が
ら
強
く
大
き
な
揺
れ
が
3

〜
4
分
間
（
地
盤
が
軟
弱
で
あ
れ
ば
そ
れ
以

上
）
継
続
す
る
可
能
性
が
高
い

○
県
内
は
、東
海
地
震
の
震
源
域
の
破
壊
に
よ
る
影
響
が
大
き
く
、
遠
く
の
震
源
域
の
影
響
は

　
必
然
的
に
少
な
い
た
め
、
レ
ベ
ル
1
と
レ
ベ
ル
2
で
揺
れ
の
強
さ
に
本
質
的
な
違
い
は
な
い

○
地
震
発
生
直
後
、最
初
に
強
い
縦
揺
れ
が
起
こ
り
、
続
い
て
大
き
く
激
し
い
横
揺
れ
に
な
る

津
波
高
最
大
3
メ
ー
ト
ル

最
大
6
メ
ー
ト
ル

※
南
海
ト
ラ
フ
…
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
の
下
に
沈
み
込
む
境
界
に
あ

　

る
、
駿
河
湾
か
ら
九
州
東
方
沖
ま
で
続
く
深
さ
4
0
0
0
メ
ー
ト
ル
級
の
海
底
の
溝
。　

【
市
内
の
被
害
想
定
の
概
要
】

レベル2（南海トラフ巨大地震）での推定震度分布図

震度階級
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5弱（青系）
4　　  ↓
3 以下

震度階級
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5弱　（青）

公表
静岡県第4次地震被害想定　 静岡県第4次地震被害想定
　　　　 　が公表されました
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震度階級
7
6強
6弱
5強

【
市
内
の
最
大
震
度
は
6
強
】

○
床
や
地
面
な
ど
を
は
わ
な
い
と
動
く
こ
と
が

　

で
き
ず
、
体
が
飛
ば
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

○
固
定
し
て
い
な
い
家
具
の
ほ
と
ん
ど
が
移
動

　

し
、
倒
れ
る
も
の
が
多
く
な
る

○
耐
震
性
の
低
い
木
造
建
物
は
、
傾
く
も
の
や
、

　

倒
れ
る
も
の
が
多
く
な
る

○
大
き
な
地
割
れ
が
生
じ
た
り
、
大
規
模
な
地

　

滑
り
や
山
体
の
崩
壊
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る

震
度
6
強
の
地
震
が
発
生
す
る
と
…

①
最
新
の
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
推
計
し
た
も
の
で

　

す
が
、
自
然
災
害
を
完
全
に
把
握
す
る
こ
と
は
困

　

難
で
す
。

　

個
々
の
地
点
の
推
計
結
果
に
と
ら
わ
れ
ず
、
地
域

　

全
体
の
傾
向
を
示
し
た
も
の
と
し
て
、
報
告
を
受

　

け
と
め
て
く
だ
さ
い
。

②
特
に
、
レ
ベ
ル
2
は
甚
大
な
被
害
想
定
で
す
。

　

最
悪
の
事
態
を
示
す
想
定
な
の
で
、
事
前
の
防
災

　

対
策
に
よ
り
被
害
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き

　

ま
す
。

　
　
　
　
　

【市内の津波浸水域・浸水深図（レベル2：南海トラフ巨大地震）】最大浸水深（m）
  20　  以上（紫）
 10 ー  20（茶）
  5 ー  10（赤）
  3 ー   5（桃）
  2 ー   3（薄桃）
  1 ー   2（橙）
0.3 ー   1（黄）
 0.01 ー 0.3（緑）

最大浸水深（m）
  20 以上
 10 ー  20
  5 ー  10
  3 ー   5
  2 ー   3
  1 ー   2
0.3 ー   1
 0.01 ー 0.3

※旧富士川町域は
　浸水区域なし。

【建物・人の最大被害想定】
◎建物被害の想定（最大全壊・焼失棟数）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （棟）

揺　れ 液状化 人　工
造成地 津　波 山崖

崩れ 火　災 合　計 全壊棟数が   　　 
最大となるケース

静岡県 19万1,000 1,800 1万7,000 2万8,000 2,700 6万6,000 約30万4,000 レベル 2  冬・夕方
富士市 3,800 20 10 10 40 2,300 約6,180 レベル 2  冬・夕方

   

◎浸水面積（レベル 2）　　  （平方キロメートル）
津波の高さ 1㎝以上 1m以上 2m以上 5m以上
浸水面積 2.4 0.7 0.3 0

地
震
被
害
想
定
は
あ
く
ま
で
想
定
で
す

①
自
助
（
市
民
・
各
家
庭
）

　

自
宅
の
耐
震
補
強
、
家
具
の
固
定
や
食
料
・
飲
料

　

水
を
7
日
分
備
蓄
、
家
族
と
の
連
絡
方
法
を
決
め

　

て
お
く
な
ど

②
共
助
（
自
主
防
災
組
織
・
町
内
会
）

　

防
災
訓
練
の
実
施
、
自
主
防
災
活
動
の
活
性
化
、

　

各
家
庭
へ
の
防
災
知
識
の
普
及
・
啓
発
、
近
所
づ

　

き
合
い
を
大
事
に
す
る
、
祭
り
な
ど
の
行
事
で
地

　

域
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
な
ど

③
公
助
（
国
・
県
・
市
）

　

津
波
避
難
行
動
計
画
の
策
定
、
津
波
避
難
マ
ッ
プ

　

の
作
成
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
、
避
難
場
所

　

の
確
保
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
、
防
災
知
識
の
普

　

及
・
人
材
育
成
な
ど

必
要
な
防
災
対
策
と
し
て

　　　　 

★
詳
し
く
は
、

①
静
岡
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
「
静
岡
県
第
4
次
地
震
被
害
想
定

　

（
第
一
次
報
告
）
Bhttp://www.pref.shizuoka.jp/bousai/

　
4higaisoutei/index.htm

l

ま
た
は
、下
記
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
」

②
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
「
静
岡
県
第
4
次
地
震
被
害
想
定
（
第
一
次
報
告
）

　

に
つ
い
て（
平
成
25
年
6
月
27
日
公
表
）」

◎人的被害の想定（最大死者数）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （人）
建物
倒壊

 うち建物収容物
 移動・転倒、屋
 内物落下

津　波 山崖
崩れ 火災

ブロック塀
の転倒、屋
外落下物

合　計 死者が　　　　　
最大となるケース

静岡県 7,800 （700）9万6,000 200 3,300 20 約10万5,000 レベル 2  冬・深夜
富士市 50 （10） 90 -　  　-　 　-　 約140 レベル 2  冬・深夜

耐震性が
高い建物

富士市
拡大図

駿河湾

田子の
　浦港

耐震性が
低い建物


